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ヒ メ ゴ ガ ネ と ハ ン ノ キ コ ガ ネ に 就 い て
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脚 細 1呻 師 ｝IAnoLDe ？ に 就 い て 檢討 を加 へ て み た い 。

　　H ・LnoTn の 記載 と檢索表及び断島・木下兩氏
：〕 の 記載 と 檢索表 を 總合 して

み る と附種の 差異 は火盤次 の 3點 に要約 され る （但色彩の 點は甚 だ變化 に富 む

の で 除外す る ＞u

　　　　A ．motschulskvi

（1） 翅鞘の 點刻は
2F

等 で 滑 らか に 見ゆ。

（2）　甫構 板｝こ溷濁部な しロ　．

（3）　雄交尾器は鞘部 （Eiiclpieee） の 1嘱

　　狹く，その 先端 の 左右に突塒す る部

　　 は稍長し
。
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（1） 翅鞘の 黜刻は 大 小あ り稍滑 らか で な

　 　 い o

（2） 前背板に 溷濁部 あ b 。

（3） 雄交尾器ほ鞘部太くその 先 端の 左右

　　 に 突出す る部 は稍短 し。

　　而 して ｝1・L ］
・
：OL ］） は こ の （1）を主點 と して分 けた樣 で あ り， 新島・木下爾氏 は

（2）を主と し て 分 け られた榛 に推察さ れ る。自分の調査 に よ る と （1）は甚 だ微

細 な る差異で 區別 の つ くもの もあ る が何れに屬す べ き か 判 らね 個體が 遊 だ 多数

に ある。（2）は概ね判然と匝別され るが ， 脆
’
落の 場合 もあ り， 又 羽化直後は溷濁

部 の な い もの で 時聞を經る と溷濁部 の 出來て くる 場合が あ る等區 別黝 と して は

不適當と思はれ る。然る に （3）は雄 に の み有効で は あ るが 區別點 と して は
’
最 も判

然 とせ る樣に思 はれ るの で
， 雄交尾 器 の 形瓶に よつ て 各・地産 の 數多 の 標本 を分

類 して みた所 ，同一簡所で探 取された 標本に 於て は殆ん ど同一形状 を呈して居

t），九州蓙の もの （第 1 圖 A ）は判然 と EIld　1）ieee細 く先端の 突起 部長 く Vbt ）t−

s伽 嫉 り1 に該當す る もの と 思 はれ ， 東京以北蘆 の もの （第 1 圖 D ）
・
に於 て は何
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れ も End 　piecc太 く ・rJffoe．t！p4
’
e，s に 該當 す る もの と恩はれ．る。而 して 近畿地 方に

産する もの （第 王圏 B ）は 曾冫z傭 曲 ？‘1δ煙 に馬する もの と思はれ るが End 　1）iec，e

稍太 くな り
， i鞍岡縣方両 に於 て Ml）MさAsLる もの （第 1 鬪 C）は ］

’
P．foctgJreteに 屬

する もの と思はれ るが Elld　piecc 零1椥 くな り
，

こ れ等に 於 て は凪 別が 醤然と し

な くな る。　　　　　
『

　　次 に こ の 交 1己瀞 に よつ て 分類 した標本に就 い て 前蓮 の 區別．黜．（1），（2）を調

べ て み る と、（1）は概ね こ の 交尾器 の 變化に應 じ て變化 し て 行 く樣 で あ る が ， 極

端 の 例 を 拾 へ ば 岫 ・ゆ 衡 に 肘 る と恩 はれ る交勝 ρゆ が motsel ・ulsl？stiと

思 ほれ る交 雁器 の もの よ りも翅鞘 の 1，．VirAl］が卆等で 溜 らか に見乏る 場合 もあ b 、

Ne の 反對 の 場合もあ る・（2） ぽ木 ナ睡 都以脚 もの 眼 て 灘 彗部 なき もの 多

く，1
榔以 』ゆ も の 鯲 て 脚 蜀臓 獄 る もρが 蜘 と 云 ふ 嬋 で 畔 キ  場含

が ；
ILLだ 多 い 。
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　　　宙分 の こ の 交尾措 の 形状 よ り推定 した分類に よ る分布表は第 1 表 の 如 くで

　あ る示， 新島・木下兩践 の 調査 k よる分布は第 2 表の如 くで ある。第 2 表が第 1

　表 と異 る の は兩氏 が 主 と し て 前背板 の 溷濁の 有無 に よ
し
つ て 分け られた 結果で あ

、　ら う と思 はれ る 。

　　　轍後 匠結論と して 私 の調 査に よれば こ の 2 者は完全な る別極と して 分け 難

　 く木州 中部以南に は ノ1．f？bot“echulslti！ti・　va該 當す る もの が 分布 し，巾部 以北 に は オ．

　 7 ψ ‘・〜卿
・
鴿 に該當する もの が分布 し，巾部 地方 に 於て こ の 2 者の 移行が 認、めれ

　れ る の で あ る。依 つ て こ の 2者 を同一鍾 とみ な し何れ も n ．呵 b伽 ，脚 f矗 と し、彊
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第 1一表 ・ff’田7Jt樋i「 一分 布表 尸
・
　　第 2 表 ・新島9杢下呵氏に 依 る一一

分 布表
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夕 　　 　 張

札 　 　 　 幌

盛 　　　 岡

佐 　 　 　 渡

越 後松 之 山
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Mt　 　 　 京

伊 豆 大 島
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　 〃 ホ［1津島

　 ク 三 宅轟
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逮 州 袋 井

愛 知 安 城

大 和 宇 陀

　 〃 北

’
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南 紀 木 木
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伯 書 ヲく 山
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と して 剛 す るの が黼

で 1まな い か と 思 はれ る 。 諸賢の 御意見 を得ぱ幸遊 で ある。
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